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（２）防虫商品は、理論よりも効果で選ぶ

オプトロンの原理を説明する為に使用している虫の走光性曲線が、最近ではどこでも当たり前のように使われるように
なりましたが、これも1964年に発表された推測的なものであり、虫全般について言えるものではありません。走光性曲線
での波長 カットのグラフは、原理の説明には使えますが、防虫効果を表すものとしては使用できません。よって光によ
る昆虫誘引阻止効果については、フィールド試験などの実測値に基づいて判断することが重要です。
防虫商品の効果の比較は、正しい防虫試験、同じ試験方法で評価することが必要であり、オプトロンの防虫効果は、オ
プトロン法という防虫試験方法により誘引阻止率８０％を示し、他のシート、フィルムと比較しても著しく効果が高いこ
とが証明されています。

２．オプトロンの防虫効果は８０％以上

（１）オプトロンの防虫とは

「オプトロン防虫システム」の基本は、「光に誘引される特性（正の走光性）を持った昆虫を光源に誘引させない」こ
とです。虫と人とでは、光として感じる光の波長域が違います。オプトロンは虫が感応性を示す光の波長を遮断して光の
刺激による虫の誘引を阻止します。（図1）光がオプトロンを透過することによって、虫に見えない光に変わるといったイ
メージで解釈するとよいでしょう。（写真1・2）昆虫を誘引しないのであり、忌避するのではありません。

オプトロンは、数多くの試験と実施例により、虫の感知しにくい光を見つけて開発され、厳密なフィールド試験におい
て昆虫誘引阻止率８０％を可能にしました。（製造に関して国内、米国の特許を取得）

虫が見る光 人が見る光

オプトロン処理 オプトロン未処理 オプトロン処理 オプトロン未処理

（２）

（図-１） （写真-１） （写真-２）
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３．他社品との防虫効果比較

（１）フィルム （２）ランプ

（３）カーテン （４）シート

種類 他社飛散防止ﾌｨﾙﾑ(ｸﾘｱ) 他社防虫ﾌｨﾙﾑ(ｸﾘｱ) オプトロンフィルムＧ 種類 他社ＵＶｶｯﾄﾁｭｰﾌ装着 他社黄色低誘虫灯 オプトロンランプＧ

誘引阻止率 36% 43% 72% 誘引阻止率 26% 53% 80%

種類 他社ｸﾘｱｶｰﾃﾝ 他社ｵﾚﾝｼﾞｶｰﾃﾝ オプトロンカーテン 種類 他社ｸﾘｱｼｰﾄ 他社ｵﾚﾝｼﾞｼｰﾄ オプトロンシート

誘引阻止率 26% 58% 84% 誘引阻止率 48% 64% 80%
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※注2 ※注3

※注1

日本環境動物昆虫学会（1992）発表資料抜粋

注1：ランプの試験結果は、学会とは別の年に20形蛍光灯を使用し試験したものです。

注2：学会とは別の年に同じオプトロン法で試験したものです。
注3：この時の試験での結果です。天候・風向・気温等の影響によるイレギュラーな

数値が含まれた為、従来の数値よりも下がったものと思われます。
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４．防虫試験方法「オプトロン法」について

1985年のオプトロンの開発開始以来、虫の光誘引阻止効果の試験をフィールドにおいて継続的に行い、過去10年以上にわた
る数多くのデータでも安定した数値が出ていることから、試験方法やデータの信頼性は非常に高いと言えます。
この試験方法は、フィールドという過酷な条件の中でありながら再現性が高く、日本環境動物昆虫学会、日本衛生動物学
会でも発表されており、「オプトロン法」として確立しております。

（図-２） （図-３）

試験方法

フィールド試験専用照明器（白色蛍光灯１０形）（図２）を直線上に５ｍ間隔で６台配置し、そのうち３台にはオプトロンなどの防虫

製品の試験サンプルを、残りの３台はコントロールとしてガラス板を装着した。試験は晴天で、かつ無風の日を選んで行い、日没後点灯

１０分間に誘引される飛翔性昆虫を照明器の左右に取り付けられた粘着シート（３３×２１cm）で捕獲し、その捕獲数から誘引阻止率
を求めて、各製品間の防虫効果を比較した。

誘引阻止率（％）＝［（Ｃ－Ｔ）／Ｃ］×１００

Ｃ：コントロール（試験サンプル未装着）３台の総捕獲数

Ｔ：試験区（防虫製品等の試験サンプル装着）３台の総捕獲数

なお試験は１つの製品について照明器の位置を変えて２回繰り返した。（図３）

日本環境動物昆虫学会(1992)発表より抜粋
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